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デアミノ体はもとのホルモンよりもむしろ高い活性を示すことがある。 2) 2 0 員環の大きさは至適
でこれを 1 9 員環や 2 1 員環にすれば活性は著しく低下する。 3 )直鎖状誘導体には殆ど活性はみら
れない。等である。しかしながら、ジスルフイド結合がホルモンとリセプターとの相互作用に対して






我々の研究室では 1 963 年以来、デアミノオキシトシンのジスルフイド結合をエチレン結合に置換












次いで、デアミノオキシトシンの 2 0 員環状部分の高次構造と活性との明連を明らかにするために、
ジスルフイド結合をアミド結合に置換した類似体の合成を行った。この化合物の合成は、まずオキシ























ものの 1 8 分の l に過ぎないことが判明した。この事実は著者の合成法がはるかに秀れていることを
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示すものである。




単に生理活性に必要な 2 0 員環の保持するための構成員としての意義しかないことが判明した口また
アミド形の分子ではその極性のためオキシトジン分子の 2 0 員環の高次構造に大きな変化が起る結果
生理作用が消失したと考えた。
以上この研究はまず組成アミノ酸の一つであるαーアミノズペリン酸の新らしい合成ならびに分割法
を確立したのち、 s-s結合を含まないデアミノ後葉ホルモン類似体を合成して構造と生理活性の関係
を明らかにして貴重な結論を得たもので理孝博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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